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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
回答者の約3割の乳幼児に、アレルギー症状が出現していた。一番多いのが「気管支ぜん息」、次いで「アトピー性皮膚炎」で、どちらも1割程度であった。症状があった人の中で、医師の診断を受けたことがある方は、いずれの疾患でも約8割だった。症状ありの乳幼児の9割以上が受診に繋がっており、ほとんどが医師処方薬にて治療を行っていた。食物アレルギーを起こしたことがあるのは約1割で、卵が最も多かった。初めて食べた時期については、乳幼児期にピーナッツやいくらを食べているとの回答も見られた。スキンケアについては、乳幼児期に皮膚に湿疹が出現している乳幼児が約3割いた。乳児期にスキンケアを毎日実施している保護者は約7割であったが、幼児期は5割以下と減少していた。スキンケアに関する情報の入手先は病院の看護師・助産師が最も多かった。
アレルギー疾患に関する情報の入手先はインターネットやかかりつけ医師が多かった。信頼出来る情報はかかりつけ医師が最も多かった。
県への要望については、アレルギー専門の医療機関の情報やアレルギー疾患に関する正しい情報、スキンケアに関する情報等の提供が多かった。その他の意見としては、医療体制の整備、食物アレルギーの相談体制等が多く見られた。
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概要

				山梨県アレルギー疾患の実態調査結果の概要について ヤマナシケンシッカンジッタイチョウサケッカガイヨウ

		平成30年度乳幼児調査 ヘイセイネンドニュウヨウジチョウサ



　市町村の乳幼児健康診査受診時にアレルギー疾患状況について調査を行い、乳幼児のアレルギー疾患の現状を把握し、今後のアレルギー疾患対策に活かすことを目的に実施している。回答者数　790人（9市町村分）（Ｈ３０．９時点）

調査結果：回答者の約3割の乳幼児に、アレルギー症状が出現していた。一番多いのが「気管支ぜん息」、次いで「アトピー性皮膚炎」で、どちらも1割程度であった。症状があった人の中で、医師の診断を受けたことがある方は、いずれの疾患でも約8割だった。症状ありの乳幼児の9割以上が受診に繋がっており、ほとんどが医師処方薬にて治療を行っていた。食物アレルギーを起こしたことがあるのは約1割で、卵が最も多かった。初めて食べた時期については、乳幼児期にピーナッツやいくらを食べているとの回答も見られた。スキンケアについては、乳幼児期に皮膚に湿疹が出現している乳幼児が約3割いた。乳児期にスキンケアを毎日実施している保護者は約7割であったが、幼児期は5割以下と減少していた。スキンケアに関する情報の入手先は病院の看護師・助産師が最も多かった。
アレルギー疾患に関する情報の入手先はインターネットやかかりつけ医師が多かった。信頼出来る情報はかかりつけ医師が最も多かった。
県への要望については、アレルギー専門の医療機関の情報やアレルギー疾患に関する正しい情報、スキンケアに関する情報等の提供が多かった。その他の意見としては、医療体制の整備、食物アレルギーの相談体制等が多く見られた。

1.回答者内訳

２．アレルギー症状と診断について

３．診療・治療の状況について

４．食物アレルギーについて

５．スキンケアについて
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		いずれか症状あり

		症状なし



Ｎ＝735人

いずれか症状あり
221人
30.1%

症状なし
514人
69.9%

221

514



		病院の看護師・助産師

		地域の保健師・助産師

		知人・友人

		祖父母

		インターネット

		育児雑誌

		薬局薬剤師

		かかりつけ医師

		その他

		特に情報は得ていない



＊複数回答

Ｎ＝790

情報の入手先

376

71

132

35

127

154

19

214

22

91



		インターネット		インターネット

		雑誌・新聞などの活字媒体		雑誌・新聞などの活字媒体

		テレビ・ラジオ		テレビ・ラジオ

		知人・友人		知人・友人

		かかりつけ医師		かかりつけ医師

		薬局薬剤師		薬局薬剤師

		地域の保健師・助産師		地域の保健師・助産師

		病院の看護師・助産師		病院の看護師・助産師

		市民公開講座などの講演会		市民公開講座などの講演会

		その他		その他

		特に情報は得ていない		特に情報は得ていない



（人）

（Ｎ＝790）

アレルギー疾患に関する情報の入手場所

最も信頼できる情報

６．アレルギー疾患に関する情報について

391

44

128

45

106

15

215

52

327

614

22

44

31

68

64

122

6

9

15

11

112

12



		アレルギー専門の医療機関の情報の提供

		アレルギーに関する正しい情報を広報紙やホームページでの提供

		スキンケアの情報を広報紙やホームページでの提供

		アレルギーの相談窓口の整備



（人）

（Ｎ＝790）

７．アレルギー疾患対策に関する県への要望

368

302

222

158



		ある

		ない



＊（）内の数字はアナフィラキシーやショックを起こした数、率

Ｎ＝734人

ある
94人
12.3%
(5人,5.3%)

ない
670人
87.7%
(2人,0.3%)

未回答
26人
3.3%

94

670



		卵		卵

		乳製品		乳製品

		小麦製品		小麦製品

		ピーナッツ		ピーナッツ

		その他		その他



（人）

その他内容：
魚、エビ、カニ、いくら、
果物（バナナ、モモ、キウイ）
ナッツ類（くるみ、アーモンド）等

症状を起こしたことがある

医師診断有り

77

51

39

21

34

19

34

18

42

29



		いくら		いくら		いくら		いくら

		ピーナッツ		ピーナッツ		ピーナッツ		ピーナッツ

		小麦製品		小麦製品		小麦製品		小麦製品

		乳製品		乳製品		乳製品		乳製品

		卵		卵		卵		卵



（人）

生後半年以内

半年～1年以内

一年以降

与えていない

初めて食べた時期

2

7

204

509

5

39

325

351

76

568

69

0

439

216

61

3

30

509

172

3



		気管支ぜん息		気管支ぜん息

		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎

		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎

		スギ花粉症		スギ花粉症



（人）

症状あり

医師診断あり（症状ありの内）

107

84

97

72

75

57

42

28



		466		46		213		32



（人）

＊未回答者を除く

（Ｎ＝757）

きれいだった

全体的に湿疹が目立った

身体の一部に湿疹が目立った

どちらともいえない

乳児期（生後1年以内）の皮膚の状況

466(61.6%)

46(6.1%)

213(28.1 %)

32(4.2%)



		スギ花粉症		スギ花粉症		スギ花粉症

		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎

		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎

		気管支ぜん息		気管支ぜん息		気管支ぜん息



（人）

＊症状ありの回答者の内（未回答者を除く）

（Ｎ＝103）

（Ｎ＝93）

（Ｎ＝69）

（Ｎ＝37）

定期的に通院

症状がある時のみ

受診しない

4

32

1

7

58

4

40

52

1

33

69

1



		スギ花粉症		スギ花粉症		スギ花粉症

		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎

		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎

		気管支ぜん息		気管支ぜん息		気管支ぜん息



（人）

＊症状ありの回答者の内（未回答者を除く）

（Ｎ＝82）

（Ｎ＝77）

（Ｎ＝47）

（Ｎ＝29）

医師処方薬

市販薬

民間療法

29

0

0

46

1

0

75

1

1

81

1

0



		



資料３

（人）

（Ｎ＝769）

（人）

（Ｎ＝769）

（Ｎ＝765）

＊未回答者を除く

毎日実施

ときどき塗っていた

実施していない

スキンケアの状況

358(46.8%)

539(70.1%)

295(38.6%)

198(25.7%)

112(14.6%)

32(4.2%)

幼児期

幼児期

幼児期

乳児期

乳児期

乳児期

358

295

112

539

198

32




Graph1

		いずれか症状あり

		症状なし



Ｎ＝735人

アレルギー症状の有無

いずれか症状あり
221人
30.1%

症状なし
514人
69.9%

221

514



Sheet3

		

		いずれか症状あり ショウジョウ		症状なし ショウジョウ		未回答 ミカイトウ

		221		514		55





Sheet3

		



いずれか症状あり
221人
30.1%

症状なし
514人
69.9%



概要

				山梨県アレルギー疾患の実態調査結果の概要について ヤマナシケンシッカンジッタイチョウサケッカガイヨウ

		平成30年度乳幼児調査 ヘイセイネンドニュウヨウジチョウサ



　市町村の乳幼児健康診査受診時にアレルギー疾患状況について調査を行い、乳幼児のアレルギー疾患の現状を把握し、今後のアレルギー疾患対策に活かすことを目的に実施している。回答者数　790人（9市町村分）（Ｈ３０．９時点）

調査結果：回答者の約3割の乳幼児に、アレルギー症状が出現していた。一番多いのが「気管支ぜん息」、次いで「アトピー性皮膚炎」で、どちらも1割程度であった。症状があった人の中で、医師の診断を受けたことがある方は、いずれの疾患でも約8割だった。症状ありの乳幼児の9割以上が受診に繋がっており、ほとんどが医師処方薬にて治療を行っていた。食物アレルギーを起こしたことがあるのは約1割で、卵が最も多かった。初めて食べた時期については、乳幼児期にピーナッツやいくらを食べているとの回答も見られた。スキンケアについては、乳幼児期に皮膚に湿疹が出現している乳幼児が約3割いた。乳児期にスキンケアを毎日実施している保護者は約7割であったが、幼児期は5割以下と減少していた。スキンケアに関する情報の入手先は病院の看護師・助産師が最も多かった。
アレルギー疾患に関する情報の入手先はインターネットやかかりつけ医師が多かった。信頼出来る情報はかかりつけ医師が最も多かった。
県への要望については、アレルギー専門の医療機関の情報やアレルギー疾患に関する正しい情報、スキンケアに関する情報等の提供が多かった。その他の意見としては、医療体制の整備、食物アレルギーの相談体制等が多く見られた。

1.回答者内訳

２．アレルギー症状と診断について

３．診療・治療の状況について

４．食物アレルギーについて

５．スキンケアについて



概要

		1.6歳児健診

		3歳児健診

		未回答



Ｎ＝790人

1.6歳児健診
415人
 52.5%

3歳児健診
365人
46.2%

未回答
10人
1.3%

415

365

10



Sheet1

		いずれか症状あり

		症状なし



Ｎ＝735人

いずれか症状あり
221人
30.1%

症状なし
514人
69.9%

221

514



		病院の看護師・助産師

		地域の保健師・助産師

		知人・友人

		祖父母

		インターネット

		育児雑誌

		薬局薬剤師

		かかりつけ医師

		その他

		特に情報は得ていない



＊複数回答

Ｎ＝790

情報の入手先

376

71

132

35

127

154

19

214

22

91



		インターネット		インターネット

		雑誌・新聞などの活字媒体		雑誌・新聞などの活字媒体

		テレビ・ラジオ		テレビ・ラジオ

		知人・友人		知人・友人

		かかりつけ医師		かかりつけ医師

		薬局薬剤師		薬局薬剤師

		地域の保健師・助産師		地域の保健師・助産師

		病院の看護師・助産師		病院の看護師・助産師

		市民公開講座などの講演会		市民公開講座などの講演会

		その他		その他

		特に情報は得ていない		特に情報は得ていない



（人）

（Ｎ＝790）

アレルギー疾患に関する情報の入手場所

最も信頼できる情報

６．アレルギー疾患に関する情報について

391

44

128

45

106

15

215

52

327

614

22

44

31

68

64

122

6

9

15

11

112

12



		アレルギー専門の医療機関の情報の提供

		アレルギーに関する正しい情報を広報紙やホームページでの提供

		スキンケアの情報を広報紙やホームページでの提供

		アレルギーの相談窓口の整備



（人）

（Ｎ＝790）

７．アレルギー疾患対策に関する県への要望

368

302

222

158



		ある

		ない



＊（）内の数字はアナフィラキシーやショックを起こした数、率

Ｎ＝734人

ある
94人
12.3%
(5人,5.3%)

ない
670人
87.7%
(2人,0.3%)

未回答
26人
3.3%

94

670



		卵		卵

		乳製品		乳製品

		小麦製品		小麦製品

		ピーナッツ		ピーナッツ

		その他		その他



（人）

その他内容：
魚、エビ、カニ、いくら、
果物（バナナ、モモ、キウイ）
ナッツ類（くるみ、アーモンド）等

症状を起こしたことがある

医師診断有り

77

51

39

21

34

19

34

18

42

29



		いくら		いくら		いくら		いくら

		ピーナッツ		ピーナッツ		ピーナッツ		ピーナッツ

		小麦製品		小麦製品		小麦製品		小麦製品

		乳製品		乳製品		乳製品		乳製品

		卵		卵		卵		卵



（人）

生後半年以内

半年～1年以内

一年以降

与えていない

初めて食べた時期

2

7

204

509

5

39

325

351

76

568

69

0

439

216

61

3

30

509

172

3



		気管支ぜん息		気管支ぜん息

		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎

		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎

		スギ花粉症		スギ花粉症



（人）

症状あり

医師診断あり（症状ありの内）

107

84

97

72

75

57

42

28



		466		46		213		32



（人）

＊未回答者を除く

（Ｎ＝757）

きれいだった

全体的に湿疹が目立った

身体の一部に湿疹が目立った

どちらともいえない

乳児期（生後1年以内）の皮膚の状況

466(61.6%)

46(6.1%)

213(28.1 %)

32(4.2%)



		スギ花粉症		スギ花粉症		スギ花粉症

		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎

		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎

		気管支ぜん息		気管支ぜん息		気管支ぜん息



（人）

＊症状ありの回答者の内（未回答者を除く）

（Ｎ＝103）

（Ｎ＝93）

（Ｎ＝69）

（Ｎ＝37）

定期的に通院

症状がある時のみ

受診しない

4

32

1

7

58

4

40

52

1

33

69

1



		スギ花粉症		スギ花粉症		スギ花粉症

		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎

		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎

		気管支ぜん息		気管支ぜん息		気管支ぜん息



（人）

＊症状ありの回答者の内（未回答者を除く）

（Ｎ＝82）

（Ｎ＝77）

（Ｎ＝47）

（Ｎ＝29）

医師処方薬

市販薬

民間療法

29

0

0

46

1

0

75

1

1

81

1

0



		



資料３

（人）

（Ｎ＝769）

（人）

（Ｎ＝769）

（Ｎ＝765）

＊未回答者を除く

毎日実施

ときどき塗っていた

実施していない

スキンケアの状況

358(46.8%)

539(70.1%)

295(38.6%)

198(25.7%)

112(14.6%)

32(4.2%)

幼児期

幼児期

幼児期

乳児期

乳児期

乳児期

358

295

112

539

198

32




Graph1

		気管支ぜん息		気管支ぜん息

		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎

		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎

		スギ花粉症		スギ花粉症



（人）

症状あり

医師診断あり（症状ありの内）

アレルギーの症状と診断

107

84

97

72

75

57

42

28



Sheet3

		

		いずれか症状あり ショウジョウ		症状なし ショウジョウ		未回答 ミカイトウ

		221		514		55





Sheet3

		



いずれか症状あり
221人
30.1%

症状なし
514人
69.9%



概要

				山梨県アレルギー疾患の実態調査結果の概要について ヤマナシケンシッカンジッタイチョウサケッカガイヨウ

		平成30年度乳幼児調査 ヘイセイネンドニュウヨウジチョウサ



　市町村の乳幼児健康診査受診時にアレルギー疾患状況について調査を行い、乳幼児のアレルギー疾患の現状を把握し、今後のアレルギー疾患対策に活かすことを目的に実施している。回答者数　790人（9市町村分）（Ｈ３０．９時点）

調査結果：回答者の約3割の乳幼児に、アレルギー症状が出現していた。一番多いのが「気管支ぜん息」、次いで「アトピー性皮膚炎」で、どちらも1割程度であった。症状があった人の中で、医師の診断を受けたことがある方は、いずれの疾患でも約8割だった。症状ありの乳幼児の9割以上が受診に繋がっており、ほとんどが医師処方薬にて治療を行っていた。食物アレルギーを起こしたことがあるのは約1割で、卵が最も多かった。初めて食べた時期については、乳幼児期にピーナッツやいくらを食べているとの回答も見られた。スキンケアについては、乳幼児期に皮膚に湿疹が出現している乳幼児が約3割いた。乳児期にスキンケアを毎日実施している保護者は約7割であったが、幼児期は5割以下と減少していた。スキンケアに関する情報の入手先は病院の看護師・助産師が最も多かった。
アレルギー疾患に関する情報の入手先はインターネットやかかりつけ医師が多かった。信頼出来る情報はかかりつけ医師が最も多かった。
県への要望については、アレルギー専門の医療機関の情報やアレルギー疾患に関する正しい情報、スキンケアに関する情報等の提供が多かった。その他の意見としては、医療体制の整備、食物アレルギーの相談体制等が多く見られた。

1.回答者内訳

２．アレルギー症状と診断について

３．診療・治療の状況について

４．食物アレルギーについて

５．スキンケアについて



概要

		1.6歳児健診

		3歳児健診

		未回答



Ｎ＝790人

1.6歳児健診
415人
 52.5%

3歳児健診
365人
46.2%

未回答
10人
1.3%

415

365

10



Sheet1

		いずれか症状あり

		症状なし



Ｎ＝735人

いずれか症状あり
221人
30.1%

症状なし
514人
69.9%

221

514



		病院の看護師・助産師

		地域の保健師・助産師

		知人・友人

		祖父母

		インターネット

		育児雑誌

		薬局薬剤師

		かかりつけ医師

		その他

		特に情報は得ていない



＊複数回答

Ｎ＝790

情報の入手先

376

71

132

35

127

154

19

214

22

91



		インターネット		インターネット

		雑誌・新聞などの活字媒体		雑誌・新聞などの活字媒体

		テレビ・ラジオ		テレビ・ラジオ

		知人・友人		知人・友人

		かかりつけ医師		かかりつけ医師

		薬局薬剤師		薬局薬剤師

		地域の保健師・助産師		地域の保健師・助産師

		病院の看護師・助産師		病院の看護師・助産師

		市民公開講座などの講演会		市民公開講座などの講演会

		その他		その他

		特に情報は得ていない		特に情報は得ていない



（人）

（Ｎ＝790）

アレルギー疾患に関する情報の入手場所

最も信頼できる情報

６．アレルギー疾患に関する情報について

391

44

128

45

106

15

215

52

327

614

22

44

31

68

64

122

6

9

15

11

112

12



		アレルギー専門の医療機関の情報の提供

		アレルギーに関する正しい情報を広報紙やホームページでの提供

		スキンケアの情報を広報紙やホームページでの提供

		アレルギーの相談窓口の整備



（人）

（Ｎ＝790）

７．アレルギー疾患対策に関する県への要望

368

302

222

158



		ある

		ない



＊（）内の数字はアナフィラキシーやショックを起こした数、率

Ｎ＝734人

ある
94人
12.3%
(5人,5.3%)

ない
670人
87.7%
(2人,0.3%)

未回答
26人
3.3%

94

670



		卵		卵

		乳製品		乳製品

		小麦製品		小麦製品

		ピーナッツ		ピーナッツ

		その他		その他



（人）

その他内容：
魚、エビ、カニ、いくら、
果物（バナナ、モモ、キウイ）
ナッツ類（くるみ、アーモンド）等

症状を起こしたことがある

医師診断有り

77

51

39

21

34

19

34

18

42

29



		いくら		いくら		いくら		いくら

		ピーナッツ		ピーナッツ		ピーナッツ		ピーナッツ

		小麦製品		小麦製品		小麦製品		小麦製品

		乳製品		乳製品		乳製品		乳製品

		卵		卵		卵		卵



（人）

生後半年以内

半年～1年以内

一年以降

与えていない

初めて食べた時期

2

7

204

509

5

39

325

351

76

568

69

0

439

216

61

3

30

509

172

3



		気管支ぜん息		気管支ぜん息

		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎

		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎

		スギ花粉症		スギ花粉症



（人）

症状あり

医師診断あり（症状ありの内）

107

84

97

72

75

57

42

28



		466		46		213		32



（人）

＊未回答者を除く

（Ｎ＝757）

きれいだった

全体的に湿疹が目立った

身体の一部に湿疹が目立った

どちらともいえない

乳児期（生後1年以内）の皮膚の状況

466(61.6%)

46(6.1%)

213(28.1 %)

32(4.2%)



		スギ花粉症		スギ花粉症		スギ花粉症

		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎

		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎

		気管支ぜん息		気管支ぜん息		気管支ぜん息



（人）

＊症状ありの回答者の内（未回答者を除く）

（Ｎ＝103）

（Ｎ＝93）

（Ｎ＝69）

（Ｎ＝37）

定期的に通院

症状がある時のみ

受診しない

4

32

1

7

58

4

40

52

1

33

69

1



		スギ花粉症		スギ花粉症		スギ花粉症

		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎

		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎

		気管支ぜん息		気管支ぜん息		気管支ぜん息



（人）

＊症状ありの回答者の内（未回答者を除く）

（Ｎ＝82）

（Ｎ＝77）

（Ｎ＝47）

（Ｎ＝29）

医師処方薬

市販薬

民間療法

29

0

0

46

1

0

75

1

1

81

1

0



		



資料３

（人）

（Ｎ＝769）

（人）

（Ｎ＝769）

（Ｎ＝765）

＊未回答者を除く

毎日実施

ときどき塗っていた

実施していない

スキンケアの状況

358(46.8%)

539(70.1%)

295(38.6%)

198(25.7%)

112(14.6%)

32(4.2%)

幼児期

幼児期

幼児期

乳児期

乳児期

乳児期

358

295

112

539

198

32
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
症状ありの乳幼児の9割以上が受診に繋がっており、ほとんどが医師処方薬にて治療を行っていた。


Graph1

		スギ花粉症		スギ花粉症		スギ花粉症

		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎

		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎

		気管支ぜん息		気管支ぜん息		気管支ぜん息



（人）

＊症状ありの回答者の内（未回答者を除く）

（Ｎ＝103）

（Ｎ＝93）

（Ｎ＝69）

（Ｎ＝37）

定期的に通院

症状がある時のみ

受診しない

アレルギー症状ありのうち治療状況

4

32

1

7

58

4

40

52

1

33

69

1
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		いずれか症状あり ショウジョウ		症状なし ショウジョウ		未回答 ミカイトウ

		221		514		55
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いずれか症状あり
221人
30.1%

症状なし
514人
69.9%



概要

				山梨県アレルギー疾患の実態調査結果の概要について ヤマナシケンシッカンジッタイチョウサケッカガイヨウ

		平成30年度乳幼児調査 ヘイセイネンドニュウヨウジチョウサ



　市町村の乳幼児健康診査受診時にアレルギー疾患状況について調査を行い、乳幼児のアレルギー疾患の現状を把握し、今後のアレルギー疾患対策に活かすことを目的に実施している。回答者数　790人（9市町村分）（Ｈ３０．９時点）

調査結果：回答者の約3割の乳幼児に、アレルギー症状が出現していた。一番多いのが「気管支ぜん息」、次いで「アトピー性皮膚炎」で、どちらも1割程度であった。症状があった人の中で、医師の診断を受けたことがある方は、いずれの疾患でも約8割だった。症状ありの乳幼児の9割以上が受診に繋がっており、ほとんどが医師処方薬にて治療を行っていた。食物アレルギーを起こしたことがあるのは約1割で、卵が最も多かった。初めて食べた時期については、乳幼児期にピーナッツやいくらを食べているとの回答も見られた。スキンケアについては、乳幼児期に皮膚に湿疹が出現している乳幼児が約3割いた。乳児期にスキンケアを毎日実施している保護者は約7割であったが、幼児期は5割以下と減少していた。スキンケアに関する情報の入手先は病院の看護師・助産師が最も多かった。
アレルギー疾患に関する情報の入手先はインターネットやかかりつけ医師が多かった。信頼出来る情報はかかりつけ医師が最も多かった。
県への要望については、アレルギー専門の医療機関の情報やアレルギー疾患に関する正しい情報、スキンケアに関する情報等の提供が多かった。その他の意見としては、医療体制の整備、食物アレルギーの相談体制等が多く見られた。

1.回答者内訳

２．アレルギー症状と診断について

３．診療・治療の状況について

４．食物アレルギーについて

５．スキンケアについて



概要

		1.6歳児健診

		3歳児健診

		未回答



Ｎ＝790人

1.6歳児健診
415人
 52.5%

3歳児健診
365人
46.2%

未回答
10人
1.3%

415

365

10



Sheet1

		いずれか症状あり

		症状なし



Ｎ＝735人

いずれか症状あり
221人
30.1%

症状なし
514人
69.9%

221

514



		病院の看護師・助産師

		地域の保健師・助産師

		知人・友人

		祖父母

		インターネット

		育児雑誌

		薬局薬剤師

		かかりつけ医師

		その他

		特に情報は得ていない



＊複数回答

Ｎ＝790

情報の入手先

376

71

132

35

127

154

19

214

22

91



		インターネット		インターネット

		雑誌・新聞などの活字媒体		雑誌・新聞などの活字媒体

		テレビ・ラジオ		テレビ・ラジオ

		知人・友人		知人・友人

		かかりつけ医師		かかりつけ医師

		薬局薬剤師		薬局薬剤師

		地域の保健師・助産師		地域の保健師・助産師

		病院の看護師・助産師		病院の看護師・助産師

		市民公開講座などの講演会		市民公開講座などの講演会

		その他		その他

		特に情報は得ていない		特に情報は得ていない



（人）

（Ｎ＝790）

アレルギー疾患に関する情報の入手場所

最も信頼できる情報

６．アレルギー疾患に関する情報について

391

44

128

45

106

15

215

52

327

614

22

44

31

68

64

122

6

9

15

11

112

12



		アレルギー専門の医療機関の情報の提供

		アレルギーに関する正しい情報を広報紙やホームページでの提供

		スキンケアの情報を広報紙やホームページでの提供

		アレルギーの相談窓口の整備



（人）

（Ｎ＝790）

７．アレルギー疾患対策に関する県への要望

368

302

222

158



		ある

		ない



＊（）内の数字はアナフィラキシーやショックを起こした数、率

Ｎ＝734人

ある
94人
12.3%
(5人,5.3%)

ない
670人
87.7%
(2人,0.3%)

未回答
26人
3.3%

94

670



		卵		卵

		乳製品		乳製品

		小麦製品		小麦製品

		ピーナッツ		ピーナッツ

		その他		その他



（人）

その他内容：
魚、エビ、カニ、いくら、
果物（バナナ、モモ、キウイ）
ナッツ類（くるみ、アーモンド）等

症状を起こしたことがある

医師診断有り

77

51

39

21

34

19

34

18

42

29



		いくら		いくら		いくら		いくら

		ピーナッツ		ピーナッツ		ピーナッツ		ピーナッツ

		小麦製品		小麦製品		小麦製品		小麦製品

		乳製品		乳製品		乳製品		乳製品

		卵		卵		卵		卵



（人）

生後半年以内

半年～1年以内

一年以降

与えていない

初めて食べた時期

2

7

204

509

5

39

325

351

76

568

69

0

439

216

61

3

30

509

172

3



		気管支ぜん息		気管支ぜん息

		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎

		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎

		スギ花粉症		スギ花粉症



（人）

症状あり

医師診断あり（症状ありの内）

107

84

97

72

75

57

42

28



		466		46		213		32



（人）

＊未回答者を除く

（Ｎ＝757）

きれいだった

全体的に湿疹が目立った

身体の一部に湿疹が目立った

どちらともいえない

乳児期（生後1年以内）の皮膚の状況

466(61.6%)

46(6.1%)

213(28.1 %)

32(4.2%)



		スギ花粉症		スギ花粉症		スギ花粉症

		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎

		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎

		気管支ぜん息		気管支ぜん息		気管支ぜん息



（人）

＊症状ありの回答者の内（未回答者を除く）

（Ｎ＝103）

（Ｎ＝93）

（Ｎ＝69）

（Ｎ＝37）

定期的に通院

症状がある時のみ

受診しない

4

32

1

7

58

4

40

52

1

33

69

1



		スギ花粉症		スギ花粉症		スギ花粉症

		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎

		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎

		気管支ぜん息		気管支ぜん息		気管支ぜん息



（人）

＊症状ありの回答者の内（未回答者を除く）

（Ｎ＝82）

（Ｎ＝77）

（Ｎ＝47）

（Ｎ＝29）

医師処方薬

市販薬

民間療法

29

0

0

46

1

0

75

1

1

81

1

0



		



資料３

（人）

（Ｎ＝769）

（人）

（Ｎ＝769）

（Ｎ＝765）

＊未回答者を除く

毎日実施

ときどき塗っていた

実施していない

スキンケアの状況

358(46.8%)

539(70.1%)

295(38.6%)

198(25.7%)

112(14.6%)

32(4.2%)

幼児期

幼児期

幼児期

乳児期

乳児期

乳児期

358

295

112

539

198

32




Graph1

		スギ花粉症		スギ花粉症		スギ花粉症

		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎

		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎

		気管支ぜん息		気管支ぜん息		気管支ぜん息



（人）

＊症状ありの回答者の内（未回答者を除く）

（Ｎ＝82）

（Ｎ＝77）

（Ｎ＝47）

（Ｎ＝29）

医師処方薬

市販薬

民間療法

症状ありのうち治療状況

29

0

0

46

1

0

75

1

1

81

1

0



Sheet3

		

		いずれか症状あり ショウジョウ		症状なし ショウジョウ		未回答 ミカイトウ

		221		514		55





Sheet3

		



いずれか症状あり
221人
30.1%

症状なし
514人
69.9%



概要

				山梨県アレルギー疾患の実態調査結果の概要について ヤマナシケンシッカンジッタイチョウサケッカガイヨウ

		平成30年度乳幼児調査 ヘイセイネンドニュウヨウジチョウサ



　市町村の乳幼児健康診査受診時にアレルギー疾患状況について調査を行い、乳幼児のアレルギー疾患の現状を把握し、今後のアレルギー疾患対策に活かすことを目的に実施している。回答者数　790人（9市町村分）（Ｈ３０．９時点）

調査結果：回答者の約3割の乳幼児に、アレルギー症状が出現していた。一番多いのが「気管支ぜん息」、次いで「アトピー性皮膚炎」で、どちらも1割程度であった。症状があった人の中で、医師の診断を受けたことがある方は、いずれの疾患でも約8割だった。症状ありの乳幼児の9割以上が受診に繋がっており、ほとんどが医師処方薬にて治療を行っていた。食物アレルギーを起こしたことがあるのは約1割で、卵が最も多かった。初めて食べた時期については、乳幼児期にピーナッツやいくらを食べているとの回答も見られた。スキンケアについては、乳幼児期に皮膚に湿疹が出現している乳幼児が約3割いた。乳児期にスキンケアを毎日実施している保護者は約7割であったが、幼児期は5割以下と減少していた。スキンケアに関する情報の入手先は病院の看護師・助産師が最も多かった。
アレルギー疾患に関する情報の入手先はインターネットやかかりつけ医師が多かった。信頼出来る情報はかかりつけ医師が最も多かった。
県への要望については、アレルギー専門の医療機関の情報やアレルギー疾患に関する正しい情報、スキンケアに関する情報等の提供が多かった。その他の意見としては、医療体制の整備、食物アレルギーの相談体制等が多く見られた。

1.回答者内訳

２．アレルギー症状と診断について

３．診療・治療の状況について

４．食物アレルギーについて

５．スキンケアについて



概要

		1.6歳児健診

		3歳児健診

		未回答



Ｎ＝790人

1.6歳児健診
415人
 52.5%

3歳児健診
365人
46.2%

未回答
10人
1.3%

415

365

10



Sheet1

		いずれか症状あり

		症状なし



Ｎ＝735人

いずれか症状あり
221人
30.1%

症状なし
514人
69.9%

221

514



		病院の看護師・助産師

		地域の保健師・助産師

		知人・友人

		祖父母

		インターネット

		育児雑誌

		薬局薬剤師

		かかりつけ医師

		その他

		特に情報は得ていない



＊複数回答

Ｎ＝790

情報の入手先

376

71

132

35

127

154

19

214

22

91



		インターネット		インターネット

		雑誌・新聞などの活字媒体		雑誌・新聞などの活字媒体

		テレビ・ラジオ		テレビ・ラジオ

		知人・友人		知人・友人

		かかりつけ医師		かかりつけ医師

		薬局薬剤師		薬局薬剤師

		地域の保健師・助産師		地域の保健師・助産師

		病院の看護師・助産師		病院の看護師・助産師

		市民公開講座などの講演会		市民公開講座などの講演会

		その他		その他

		特に情報は得ていない		特に情報は得ていない



（人）

（Ｎ＝790）

アレルギー疾患に関する情報の入手場所

最も信頼できる情報

６．アレルギー疾患に関する情報について

391

44

128

45

106

15

215

52

327

614

22

44

31

68

64

122

6

9

15

11

112

12



		アレルギー専門の医療機関の情報の提供

		アレルギーに関する正しい情報を広報紙やホームページでの提供

		スキンケアの情報を広報紙やホームページでの提供

		アレルギーの相談窓口の整備



（人）

（Ｎ＝790）

７．アレルギー疾患対策に関する県への要望

368

302

222

158



		ある

		ない



＊（）内の数字はアナフィラキシーやショックを起こした数、率

Ｎ＝734人

ある
94人
12.3%
(5人,5.3%)

ない
670人
87.7%
(2人,0.3%)

未回答
26人
3.3%

94

670



		卵		卵

		乳製品		乳製品

		小麦製品		小麦製品

		ピーナッツ		ピーナッツ

		その他		その他



（人）

その他内容：
魚、エビ、カニ、いくら、
果物（バナナ、モモ、キウイ）
ナッツ類（くるみ、アーモンド）等

症状を起こしたことがある

医師診断有り

77

51

39

21

34

19

34

18

42

29



		いくら		いくら		いくら		いくら

		ピーナッツ		ピーナッツ		ピーナッツ		ピーナッツ

		小麦製品		小麦製品		小麦製品		小麦製品

		乳製品		乳製品		乳製品		乳製品

		卵		卵		卵		卵



（人）

生後半年以内

半年～1年以内

一年以降

与えていない

初めて食べた時期

2

7

204

509

5

39

325

351

76

568

69

0

439

216

61

3

30

509

172

3



		気管支ぜん息		気管支ぜん息

		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎

		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎

		スギ花粉症		スギ花粉症



（人）

症状あり

医師診断あり（症状ありの内）

107

84

97

72

75

57

42

28



		466		46		213		32



（人）

＊未回答者を除く

（Ｎ＝757）

きれいだった

全体的に湿疹が目立った

身体の一部に湿疹が目立った

どちらともいえない

乳児期（生後1年以内）の皮膚の状況

466(61.6%)

46(6.1%)

213(28.1 %)

32(4.2%)



		スギ花粉症		スギ花粉症		スギ花粉症

		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎

		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎

		気管支ぜん息		気管支ぜん息		気管支ぜん息



（人）

＊症状ありの回答者の内（未回答者を除く）

（Ｎ＝103）

（Ｎ＝93）

（Ｎ＝69）

（Ｎ＝37）

定期的に通院

症状がある時のみ

受診しない

4

32

1

7

58

4

40

52

1

33

69

1



		スギ花粉症		スギ花粉症		スギ花粉症

		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎

		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎

		気管支ぜん息		気管支ぜん息		気管支ぜん息



（人）

＊症状ありの回答者の内（未回答者を除く）

（Ｎ＝82）

（Ｎ＝77）

（Ｎ＝47）

（Ｎ＝29）

医師処方薬

市販薬

民間療法

29

0

0

46

1

0

75

1

1

81

1

0



		



資料３

（人）

（Ｎ＝769）

（人）

（Ｎ＝769）

（Ｎ＝765）

＊未回答者を除く

毎日実施

ときどき塗っていた

実施していない

スキンケアの状況

358(46.8%)

539(70.1%)

295(38.6%)

198(25.7%)

112(14.6%)

32(4.2%)

幼児期

幼児期

幼児期

乳児期

乳児期

乳児期

358

295

112

539

198

32
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
食物アレルギーを起こしたことがあるのは約1割で、卵が最も多かった。


Graph1

		卵		卵

		乳製品		乳製品

		小麦製品		小麦製品

		ピーナッツ		ピーナッツ

		その他		その他



（人）

その他内容：
魚、エビ、カニ、いくら、
果物（バナナ、モモ、キウイ）
ナッツ類（くるみ、アーモンド）等

症状を起こしたことがある

医師診断有り

症状を起こしたことがある食品と診断の有無

77

51

39

21

34

19

34

18

42

29



Sheet3

		

		いずれか症状あり ショウジョウ		症状なし ショウジョウ		未回答 ミカイトウ

		221		514		55





Sheet3

		



いずれか症状あり
221人
30.1%

症状なし
514人
69.9%



概要

				山梨県アレルギー疾患の実態調査結果の概要について ヤマナシケンシッカンジッタイチョウサケッカガイヨウ

		平成30年度乳幼児調査 ヘイセイネンドニュウヨウジチョウサ



　市町村の乳幼児健康診査受診時にアレルギー疾患状況について調査を行い、乳幼児のアレルギー疾患の現状を把握し、今後のアレルギー疾患対策に活かすことを目的に実施している。回答者数　790人（9市町村分）（Ｈ３０．９時点）

調査結果：回答者の約3割の乳幼児に、アレルギー症状が出現していた。一番多いのが「気管支ぜん息」、次いで「アトピー性皮膚炎」で、どちらも1割程度であった。症状があった人の中で、医師の診断を受けたことがある方は、いずれの疾患でも約8割だった。症状ありの乳幼児の9割以上が受診に繋がっており、ほとんどが医師処方薬にて治療を行っていた。食物アレルギーを起こしたことがあるのは約1割で、卵が最も多かった。初めて食べた時期については、乳幼児期にピーナッツやいくらを食べているとの回答も見られた。スキンケアについては、乳幼児期に皮膚に湿疹が出現している乳幼児が約3割いた。乳児期にスキンケアを毎日実施している保護者は約7割であったが、幼児期は5割以下と減少していた。スキンケアに関する情報の入手先は病院の看護師・助産師が最も多かった。
アレルギー疾患に関する情報の入手先はインターネットやかかりつけ医師が多かった。信頼出来る情報はかかりつけ医師が最も多かった。
県への要望については、アレルギー専門の医療機関の情報やアレルギー疾患に関する正しい情報、スキンケアに関する情報等の提供が多かった。その他の意見としては、医療体制の整備、食物アレルギーの相談体制等が多く見られた。

1.回答者内訳

２．アレルギー症状と診断について

３．診療・治療の状況について

４．食物アレルギーについて

５．スキンケアについて



概要

		1.6歳児健診

		3歳児健診

		未回答



Ｎ＝790人

1.6歳児健診
415人
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365人
46.2%
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365
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		病院の看護師・助産師

		地域の保健師・助産師

		知人・友人

		祖父母

		インターネット

		育児雑誌

		薬局薬剤師

		かかりつけ医師

		その他

		特に情報は得ていない



＊複数回答

Ｎ＝790

情報の入手先

376

71

132

35

127

154

19

214

22

91



		インターネット		インターネット

		雑誌・新聞などの活字媒体		雑誌・新聞などの活字媒体

		テレビ・ラジオ		テレビ・ラジオ

		知人・友人		知人・友人

		かかりつけ医師		かかりつけ医師

		薬局薬剤師		薬局薬剤師

		地域の保健師・助産師		地域の保健師・助産師

		病院の看護師・助産師		病院の看護師・助産師

		市民公開講座などの講演会		市民公開講座などの講演会

		その他		その他

		特に情報は得ていない		特に情報は得ていない



（人）

（Ｎ＝790）

アレルギー疾患に関する情報の入手場所

最も信頼できる情報

６．アレルギー疾患に関する情報について

391

44
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45

106

15

215

52

327

614
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44
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68

64
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15
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		アレルギー専門の医療機関の情報の提供

		アレルギーに関する正しい情報を広報紙やホームページでの提供

		スキンケアの情報を広報紙やホームページでの提供

		アレルギーの相談窓口の整備



（人）

（Ｎ＝790）

７．アレルギー疾患対策に関する県への要望
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		ある

		ない



＊（）内の数字はアナフィラキシーやショックを起こした数、率

Ｎ＝734人
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94人
12.3%
(5人,5.3%)
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87.7%
(2人,0.3%)

未回答
26人
3.3%
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		卵		卵

		乳製品		乳製品

		小麦製品		小麦製品

		ピーナッツ		ピーナッツ

		その他		その他



（人）

その他内容：
魚、エビ、カニ、いくら、
果物（バナナ、モモ、キウイ）
ナッツ類（くるみ、アーモンド）等

症状を起こしたことがある

医師診断有り

77

51

39
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34
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42
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		いくら		いくら		いくら		いくら
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（人）

生後半年以内

半年～1年以内

一年以降

与えていない

初めて食べた時期

2

7
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0
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		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎
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医師診断あり（症状ありの内）
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（人）

＊未回答者を除く

（Ｎ＝757）

きれいだった

全体的に湿疹が目立った

身体の一部に湿疹が目立った

どちらともいえない

乳児期（生後1年以内）の皮膚の状況

466(61.6%)

46(6.1%)

213(28.1 %)

32(4.2%)
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（人）

（Ｎ＝769）

（Ｎ＝765）

＊未回答者を除く

毎日実施

ときどき塗っていた

実施していない

スキンケアの状況

358(46.8%)

539(70.1%)

295(38.6%)
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32(4.2%)

幼児期

幼児期

幼児期

乳児期

乳児期

乳児期

358

295

112

539

198

32




Uj) ‘ ‘ %LE%(E%&@MP?)O)B@U’FJW}R ‘ ‘ ﬁ'ﬂﬂ%ﬂ@

=
\\\““\ \

' ' ' ' 60%LL LD ELREIDAAENLY '

0% 10% 20% 30% 80% 90% 100%
(N=757) mENhULVZof: EHEMIEBHNEIL- BEO—8ITRBA BT wELBLELNZEN
. | | | AFLTTORR | | TRTEE

e —

orn NI 70% A% T B BRI [ e

(N=765) | | | | | | | | |
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
CE-ASES LEEFEFES>TUV: EiL TULVEL
4 A * B EE
350

214

2L
]

m
m
Y
> 7

7 Cﬁﬁg

B = N
o =F N=790

[
o

1 =7 154
127
=

RN W
0388888
I N
'_
s M :
N

FOAN
0

SmE
ot 1 O S
) 2 T A

L
IREOESE
>t >
TN —IUA
BTN |

E


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
スキンケアについては、乳幼児期に皮膚に湿疹が出現している乳幼児が約3割いた。乳児期にスキンケアを毎日実施している保護者は約7割であったが、幼児期は5割以下と減少していた。スキンケアに関する情報の入手先は病院の看護師・助産師が最も多かった。
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＊未回答者を除く

（Ｎ＝757）

きれいだった

全体的に湿疹が目立った

身体の一部に湿疹が目立った

どちらともいえない

乳児期（生後1年以内）の皮膚の状況

466(61.6%)
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32(4.2%)
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いずれか症状あり
221人
30.1%

症状なし
514人
69.9%



概要

				山梨県アレルギー疾患の実態調査結果の概要について ヤマナシケンシッカンジッタイチョウサケッカガイヨウ

		平成30年度乳幼児調査 ヘイセイネンドニュウヨウジチョウサ



　市町村の乳幼児健康診査受診時にアレルギー疾患状況について調査を行い、乳幼児のアレルギー疾患の現状を把握し、今後のアレルギー疾患対策に活かすことを目的に実施している。回答者数　790人（9市町村分）（Ｈ３０．９時点）

調査結果：回答者の約3割の乳幼児に、アレルギー症状が出現していた。一番多いのが「気管支ぜん息」、次いで「アトピー性皮膚炎」で、どちらも1割程度であった。症状があった人の中で、医師の診断を受けたことがある方は、いずれの疾患でも約8割だった。症状ありの乳幼児の9割以上が受診に繋がっており、ほとんどが医師処方薬にて治療を行っていた。食物アレルギーを起こしたことがあるのは約1割で、卵が最も多かった。初めて食べた時期については、乳幼児期にピーナッツやいくらを食べているとの回答も見られた。スキンケアについては、乳幼児期に皮膚に湿疹が出現している乳幼児が約3割いた。乳児期にスキンケアを毎日実施している保護者は約7割であったが、幼児期は5割以下と減少していた。スキンケアに関する情報の入手先は病院の看護師・助産師が最も多かった。
アレルギー疾患に関する情報の入手先はインターネットやかかりつけ医師が多かった。信頼出来る情報はかかりつけ医師が最も多かった。
県への要望については、アレルギー専門の医療機関の情報やアレルギー疾患に関する正しい情報、スキンケアに関する情報等の提供が多かった。その他の意見としては、医療体制の整備、食物アレルギーの相談体制等が多く見られた。

1.回答者内訳

２．アレルギー症状と診断について

３．診療・治療の状況について

４．食物アレルギーについて

５．スキンケアについて



概要

		1.6歳児健診

		3歳児健診

		未回答



Ｎ＝790人

1.6歳児健診
415人
 52.5%

3歳児健診
365人
46.2%

未回答
10人
1.3%

415

365
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Ｎ＝735人

いずれか症状あり
221人
30.1%

症状なし
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69.9%
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		病院の看護師・助産師

		地域の保健師・助産師

		知人・友人

		祖父母

		インターネット

		育児雑誌

		薬局薬剤師

		かかりつけ医師

		その他

		特に情報は得ていない



＊複数回答

Ｎ＝790

情報の入手先

376

71

132

35

127

154

19

214

22

91



		インターネット		インターネット

		雑誌・新聞などの活字媒体		雑誌・新聞などの活字媒体

		テレビ・ラジオ		テレビ・ラジオ

		知人・友人		知人・友人

		かかりつけ医師		かかりつけ医師

		薬局薬剤師		薬局薬剤師

		地域の保健師・助産師		地域の保健師・助産師

		病院の看護師・助産師		病院の看護師・助産師

		市民公開講座などの講演会		市民公開講座などの講演会

		その他		その他

		特に情報は得ていない		特に情報は得ていない



（人）

（Ｎ＝790）

アレルギー疾患に関する情報の入手場所

最も信頼できる情報

６．アレルギー疾患に関する情報について
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		アレルギー専門の医療機関の情報の提供

		アレルギーに関する正しい情報を広報紙やホームページでの提供

		スキンケアの情報を広報紙やホームページでの提供

		アレルギーの相談窓口の整備



（人）
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７．アレルギー疾患対策に関する県への要望
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		ある
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＊（）内の数字はアナフィラキシーやショックを起こした数、率
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94人
12.3%
(5人,5.3%)
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670人
87.7%
(2人,0.3%)

未回答
26人
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		小麦製品		小麦製品

		ピーナッツ		ピーナッツ

		その他		その他



（人）

その他内容：
魚、エビ、カニ、いくら、
果物（バナナ、モモ、キウイ）
ナッツ類（くるみ、アーモンド）等

症状を起こしたことがある

医師診断有り
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（人）
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概要

				山梨県アレルギー疾患の実態調査結果の概要について ヤマナシケンシッカンジッタイチョウサケッカガイヨウ
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　市町村の乳幼児健康診査受診時にアレルギー疾患状況について調査を行い、乳幼児のアレルギー疾患の現状を把握し、今後のアレルギー疾患対策に活かすことを目的に実施している。回答者数　790人（9市町村分）（Ｈ３０．９時点）

調査結果：回答者の約3割の乳幼児に、アレルギー症状が出現していた。一番多いのが「気管支ぜん息」、次いで「アトピー性皮膚炎」で、どちらも1割程度であった。症状があった人の中で、医師の診断を受けたことがある方は、いずれの疾患でも約8割だった。症状ありの乳幼児の9割以上が受診に繋がっており、ほとんどが医師処方薬にて治療を行っていた。食物アレルギーを起こしたことがあるのは約1割で、卵が最も多かった。初めて食べた時期については、乳幼児期にピーナッツやいくらを食べているとの回答も見られた。スキンケアについては、乳幼児期に皮膚に湿疹が出現している乳幼児が約3割いた。乳児期にスキンケアを毎日実施している保護者は約7割であったが、幼児期は5割以下と減少していた。スキンケアに関する情報の入手先は病院の看護師・助産師が最も多かった。
アレルギー疾患に関する情報の入手先はインターネットやかかりつけ医師が多かった。信頼出来る情報はかかりつけ医師が最も多かった。
県への要望については、アレルギー専門の医療機関の情報やアレルギー疾患に関する正しい情報、スキンケアに関する情報等の提供が多かった。その他の意見としては、医療体制の整備、食物アレルギーの相談体制等が多く見られた。

1.回答者内訳

２．アレルギー症状と診断について

３．診療・治療の状況について

４．食物アレルギーについて

５．スキンケアについて



概要

		1.6歳児健診

		3歳児健診

		未回答



Ｎ＝790人

1.6歳児健診
415人
 52.5%

3歳児健診
365人
46.2%

未回答
10人
1.3%

415

365

10



Sheet1

		いずれか症状あり

		症状なし



Ｎ＝735人

いずれか症状あり
221人
30.1%

症状なし
514人
69.9%

221

514



		病院の看護師・助産師

		地域の保健師・助産師

		知人・友人

		祖父母

		インターネット

		育児雑誌

		薬局薬剤師

		かかりつけ医師

		その他

		特に情報は得ていない



＊複数回答

Ｎ＝790

情報の入手先

376

71

132

35

127

154

19

214

22

91



		インターネット		インターネット

		雑誌・新聞などの活字媒体		雑誌・新聞などの活字媒体

		テレビ・ラジオ		テレビ・ラジオ

		知人・友人		知人・友人

		かかりつけ医師		かかりつけ医師

		薬局薬剤師		薬局薬剤師

		地域の保健師・助産師		地域の保健師・助産師

		病院の看護師・助産師		病院の看護師・助産師

		市民公開講座などの講演会		市民公開講座などの講演会

		その他		その他

		特に情報は得ていない		特に情報は得ていない



（人）

（Ｎ＝790）

アレルギー疾患に関する情報の入手場所

最も信頼できる情報

６．アレルギー疾患に関する情報について

391

44

128

45

106

15

215

52

327

614

22

44

31

68

64

122

6

9

15

11

112

12



		アレルギー専門の医療機関の情報の提供

		アレルギーに関する正しい情報を広報紙やホームページでの提供

		スキンケアの情報を広報紙やホームページでの提供

		アレルギーの相談窓口の整備



（人）

（Ｎ＝790）

７．アレルギー疾患対策に関する県への要望

368

302

222

158



		ある

		ない



＊（）内の数字はアナフィラキシーやショックを起こした数、率

Ｎ＝734人

ある
94人
12.3%
(5人,5.3%)

ない
670人
87.7%
(2人,0.3%)

未回答
26人
3.3%

94

670



		卵		卵

		乳製品		乳製品

		小麦製品		小麦製品

		ピーナッツ		ピーナッツ

		その他		その他



（人）

その他内容：
魚、エビ、カニ、いくら、
果物（バナナ、モモ、キウイ）
ナッツ類（くるみ、アーモンド）等

症状を起こしたことがある

医師診断有り

77

51

39

21

34

19

34

18

42

29



		いくら		いくら		いくら		いくら

		ピーナッツ		ピーナッツ		ピーナッツ		ピーナッツ

		小麦製品		小麦製品		小麦製品		小麦製品

		乳製品		乳製品		乳製品		乳製品

		卵		卵		卵		卵



（人）

生後半年以内

半年～1年以内

一年以降

与えていない

初めて食べた時期

2

7

204

509

5

39

325

351

76

568

69

0

439

216

61

3

30

509

172

3



		気管支ぜん息		気管支ぜん息

		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎

		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎

		スギ花粉症		スギ花粉症



（人）

症状あり

医師診断あり（症状ありの内）

107

84

97

72

75

57

42

28



		466		46		213		32



（人）

＊未回答者を除く

（Ｎ＝757）

きれいだった

全体的に湿疹が目立った

身体の一部に湿疹が目立った

どちらともいえない

乳児期（生後1年以内）の皮膚の状況

466(61.6%)

46(6.1%)

213(28.1 %)

32(4.2%)



		スギ花粉症		スギ花粉症		スギ花粉症

		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎

		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎

		気管支ぜん息		気管支ぜん息		気管支ぜん息



（人）

＊症状ありの回答者の内（未回答者を除く）

（Ｎ＝103）

（Ｎ＝93）

（Ｎ＝69）

（Ｎ＝37）

定期的に通院

症状がある時のみ

受診しない

4

32

1

7

58

4

40

52

1

33

69

1



		スギ花粉症		スギ花粉症		スギ花粉症

		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎

		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎

		気管支ぜん息		気管支ぜん息		気管支ぜん息



（人）

＊症状ありの回答者の内（未回答者を除く）

（Ｎ＝82）

（Ｎ＝77）

（Ｎ＝47）

（Ｎ＝29）

医師処方薬

市販薬

民間療法

29

0

0

46

1

0

75

1

1

81

1

0



		



資料３

（人）

（Ｎ＝769）

（人）

（Ｎ＝769）

（Ｎ＝765）

＊未回答者を除く

毎日実施

ときどき塗っていた

実施していない

スキンケアの状況

358(46.8%)

539(70.1%)

295(38.6%)

198(25.7%)

112(14.6%)

32(4.2%)

幼児期

幼児期

幼児期

乳児期

乳児期

乳児期

358

295

112

539

198

32




Graph1

		病院の看護師・助産師

		地域の保健師・助産師

		知人・友人

		祖父母

		インターネット

		育児雑誌

		薬局薬剤師

		かかりつけ医師

		その他

		特に情報は得ていない



＊複数回答

Ｎ＝790

情報の入手先

376

71

132

35

127

154

19

214

22

91



Sheet3

		

		いずれか症状あり ショウジョウ		症状なし ショウジョウ		未回答 ミカイトウ

		221		514		55





Sheet3

		



いずれか症状あり
221人
30.1%

症状なし
514人
69.9%



概要

				山梨県アレルギー疾患の実態調査結果の概要について ヤマナシケンシッカンジッタイチョウサケッカガイヨウ

		平成30年度乳幼児調査 ヘイセイネンドニュウヨウジチョウサ



　市町村の乳幼児健康診査受診時にアレルギー疾患状況について調査を行い、乳幼児のアレルギー疾患の現状を把握し、今後のアレルギー疾患対策に活かすことを目的に実施している。回答者数　790人（9市町村分）（Ｈ３０．９時点）

調査結果：回答者の約3割の乳幼児に、アレルギー症状が出現していた。一番多いのが「気管支ぜん息」、次いで「アトピー性皮膚炎」で、どちらも1割程度であった。症状があった人の中で、医師の診断を受けたことがある方は、いずれの疾患でも約8割だった。症状ありの乳幼児の9割以上が受診に繋がっており、ほとんどが医師処方薬にて治療を行っていた。食物アレルギーを起こしたことがあるのは約1割で、卵が最も多かった。初めて食べた時期については、乳幼児期にピーナッツやいくらを食べているとの回答も見られた。スキンケアについては、乳幼児期に皮膚に湿疹が出現している乳幼児が約3割いた。乳児期にスキンケアを毎日実施している保護者は約7割であったが、幼児期は5割以下と減少していた。スキンケアに関する情報の入手先は病院の看護師・助産師が最も多かった。
アレルギー疾患に関する情報の入手先はインターネットやかかりつけ医師が多かった。信頼出来る情報はかかりつけ医師が最も多かった。
県への要望については、アレルギー専門の医療機関の情報やアレルギー疾患に関する正しい情報、スキンケアに関する情報等の提供が多かった。その他の意見としては、医療体制の整備、食物アレルギーの相談体制等が多く見られた。

1.回答者内訳

２．アレルギー症状と診断について

３．診療・治療の状況について

４．食物アレルギーについて

５．スキンケアについて



概要

		1.6歳児健診

		3歳児健診

		未回答



Ｎ＝790人

1.6歳児健診
415人
 52.5%

3歳児健診
365人
46.2%

未回答
10人
1.3%

415

365

10



Sheet1

		いずれか症状あり

		症状なし



Ｎ＝735人

いずれか症状あり
221人
30.1%

症状なし
514人
69.9%

221

514



		病院の看護師・助産師

		地域の保健師・助産師

		知人・友人

		祖父母

		インターネット

		育児雑誌

		薬局薬剤師

		かかりつけ医師

		その他

		特に情報は得ていない



＊複数回答

Ｎ＝790

情報の入手先

376

71

132

35

127

154

19

214

22

91



		インターネット		インターネット

		雑誌・新聞などの活字媒体		雑誌・新聞などの活字媒体

		テレビ・ラジオ		テレビ・ラジオ

		知人・友人		知人・友人

		かかりつけ医師		かかりつけ医師

		薬局薬剤師		薬局薬剤師

		地域の保健師・助産師		地域の保健師・助産師

		病院の看護師・助産師		病院の看護師・助産師

		市民公開講座などの講演会		市民公開講座などの講演会

		その他		その他

		特に情報は得ていない		特に情報は得ていない



（人）

（Ｎ＝790）

アレルギー疾患に関する情報の入手場所

最も信頼できる情報

６．アレルギー疾患に関する情報について

391

44

128

45

106

15

215

52

327

614

22

44

31

68

64

122

6

9

15

11

112

12



		アレルギー専門の医療機関の情報の提供

		アレルギーに関する正しい情報を広報紙やホームページでの提供

		スキンケアの情報を広報紙やホームページでの提供

		アレルギーの相談窓口の整備



（人）

（Ｎ＝790）

７．アレルギー疾患対策に関する県への要望

368

302

222

158



		ある

		ない



＊（）内の数字はアナフィラキシーやショックを起こした数、率

Ｎ＝734人

ある
94人
12.3%
(5人,5.3%)

ない
670人
87.7%
(2人,0.3%)

未回答
26人
3.3%

94

670



		卵		卵

		乳製品		乳製品

		小麦製品		小麦製品

		ピーナッツ		ピーナッツ

		その他		その他



（人）

その他内容：
魚、エビ、カニ、いくら、
果物（バナナ、モモ、キウイ）
ナッツ類（くるみ、アーモンド）等

症状を起こしたことがある

医師診断有り

77

51

39

21

34

19

34

18

42

29



		いくら		いくら		いくら		いくら

		ピーナッツ		ピーナッツ		ピーナッツ		ピーナッツ

		小麦製品		小麦製品		小麦製品		小麦製品

		乳製品		乳製品		乳製品		乳製品

		卵		卵		卵		卵



（人）

生後半年以内

半年～1年以内

一年以降

与えていない

初めて食べた時期

2

7

204

509

5

39

325

351

76

568

69

0

439

216

61

3

30

509

172

3



		気管支ぜん息		気管支ぜん息

		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎

		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎

		スギ花粉症		スギ花粉症



（人）

症状あり

医師診断あり（症状ありの内）

107

84

97

72

75

57

42

28



		466		46		213		32



（人）

＊未回答者を除く

（Ｎ＝757）

きれいだった

全体的に湿疹が目立った

身体の一部に湿疹が目立った

どちらともいえない

乳児期（生後1年以内）の皮膚の状況

466(61.6%)

46(6.1%)

213(28.1 %)

32(4.2%)



		スギ花粉症		スギ花粉症		スギ花粉症

		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎

		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎

		気管支ぜん息		気管支ぜん息		気管支ぜん息



（人）

＊症状ありの回答者の内（未回答者を除く）

（Ｎ＝103）

（Ｎ＝93）

（Ｎ＝69）

（Ｎ＝37）

定期的に通院

症状がある時のみ

受診しない

4

32

1

7

58

4

40

52

1

33

69

1



		スギ花粉症		スギ花粉症		スギ花粉症

		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎

		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎

		気管支ぜん息		気管支ぜん息		気管支ぜん息



（人）

＊症状ありの回答者の内（未回答者を除く）

（Ｎ＝82）

（Ｎ＝77）

（Ｎ＝47）

（Ｎ＝29）

医師処方薬

市販薬

民間療法

29

0

0

46

1

0

75

1

1

81

1

0



		



資料３

（人）

（Ｎ＝769）

（人）

（Ｎ＝769）

（Ｎ＝765）

＊未回答者を除く

毎日実施

ときどき塗っていた

実施していない

スキンケアの状況

358(46.8%)

539(70.1%)

295(38.6%)

198(25.7%)

112(14.6%)

32(4.2%)

幼児期

幼児期

幼児期

乳児期

乳児期

乳児期

358

295

112

539

198

32
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アレルギー疾患に関する情報の入手先はインターネットやかかりつけ医師が多かった。信頼出来る情報はかかりつけ医師が最も多かった。
県への要望については、アレルギー専門の医療機関の情報やアレルギー疾患に関する正しい情報、スキンケアに関する情報等の提供が多かった。その他の意見としては、医療体制の整備、食物アレルギーの相談体制等が多く見られた。



Graph1

		インターネット		インターネット

		雑誌・新聞などの活字媒体		雑誌・新聞などの活字媒体

		テレビ・ラジオ		テレビ・ラジオ

		知人・友人		知人・友人

		かかりつけ医師		かかりつけ医師

		薬局薬剤師		薬局薬剤師

		地域の保健師・助産師		地域の保健師・助産師

		病院の看護師・助産師		病院の看護師・助産師

		市民公開講座などの講演会		市民公開講座などの講演会

		その他		その他

		特に情報は得ていない		特に情報は得ていない



（人）

（Ｎ＝790）
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概要

				山梨県アレルギー疾患の実態調査結果の概要について ヤマナシケンシッカンジッタイチョウサケッカガイヨウ

		平成30年度乳幼児調査 ヘイセイネンドニュウヨウジチョウサ



　市町村の乳幼児健康診査受診時にアレルギー疾患状況について調査を行い、乳幼児のアレルギー疾患の現状を把握し、今後のアレルギー疾患対策に活かすことを目的に実施している。回答者数　790人（9市町村分）（Ｈ３０．９時点）

調査結果：回答者の約3割の乳幼児に、アレルギー症状が出現していた。一番多いのが「気管支ぜん息」、次いで「アトピー性皮膚炎」で、どちらも1割程度であった。症状があった人の中で、医師の診断を受けたことがある方は、いずれの疾患でも約8割だった。症状ありの乳幼児の9割以上が受診に繋がっており、ほとんどが医師処方薬にて治療を行っていた。食物アレルギーを起こしたことがあるのは約1割で、卵が最も多かった。初めて食べた時期については、乳幼児期にピーナッツやいくらを食べているとの回答も見られた。スキンケアについては、乳幼児期に皮膚に湿疹が出現している乳幼児が約3割いた。乳児期にスキンケアを毎日実施している保護者は約7割であったが、幼児期は5割以下と減少していた。スキンケアに関する情報の入手先は病院の看護師・助産師が最も多かった。
アレルギー疾患に関する情報の入手先はインターネットやかかりつけ医師が多かった。信頼出来る情報はかかりつけ医師が最も多かった。
県への要望については、アレルギー専門の医療機関の情報やアレルギー疾患に関する正しい情報、スキンケアに関する情報等の提供が多かった。その他の意見としては、医療体制の整備、食物アレルギーの相談体制等が多く見られた。

1.回答者内訳

２．アレルギー症状と診断について

３．診療・治療の状況について

４．食物アレルギーについて

５．スキンケアについて



概要

		1.6歳児健診

		3歳児健診

		未回答



Ｎ＝790人

1.6歳児健診
415人
 52.5%

3歳児健診
365人
46.2%

未回答
10人
1.3%

415

365

10



Sheet1

		いずれか症状あり

		症状なし



Ｎ＝735人

いずれか症状あり
221人
30.1%

症状なし
514人
69.9%

221

514



		病院の看護師・助産師

		地域の保健師・助産師

		知人・友人

		祖父母

		インターネット

		育児雑誌

		薬局薬剤師

		かかりつけ医師

		その他

		特に情報は得ていない



＊複数回答

Ｎ＝790

情報の入手先

376

71

132

35

127

154

19

214

22

91



		インターネット		インターネット

		雑誌・新聞などの活字媒体		雑誌・新聞などの活字媒体

		テレビ・ラジオ		テレビ・ラジオ

		知人・友人		知人・友人

		かかりつけ医師		かかりつけ医師

		薬局薬剤師		薬局薬剤師

		地域の保健師・助産師		地域の保健師・助産師

		病院の看護師・助産師		病院の看護師・助産師

		市民公開講座などの講演会		市民公開講座などの講演会

		その他		その他

		特に情報は得ていない		特に情報は得ていない



（人）

（Ｎ＝790）

アレルギー疾患に関する情報の入手場所

最も信頼できる情報

６．アレルギー疾患に関する情報について

391

44

128

45

106

15

215

52

327

614

22

44

31

68

64

122

6

9

15

11

112

12



		アレルギー専門の医療機関の情報の提供

		アレルギーに関する正しい情報を広報紙やホームページでの提供

		スキンケアの情報を広報紙やホームページでの提供

		アレルギーの相談窓口の整備



（人）

（Ｎ＝790）

７．アレルギー疾患対策に関する県への要望

368

302

222

158



		ある

		ない



＊（）内の数字はアナフィラキシーやショックを起こした数、率

Ｎ＝734人

ある
94人
12.3%
(5人,5.3%)

ない
670人
87.7%
(2人,0.3%)

未回答
26人
3.3%

94

670



		卵		卵

		乳製品		乳製品

		小麦製品		小麦製品

		ピーナッツ		ピーナッツ

		その他		その他



（人）

その他内容：
魚、エビ、カニ、いくら、
果物（バナナ、モモ、キウイ）
ナッツ類（くるみ、アーモンド）等

症状を起こしたことがある

医師診断有り

77

51

39

21

34

19

34

18

42

29



		いくら		いくら		いくら		いくら

		ピーナッツ		ピーナッツ		ピーナッツ		ピーナッツ

		小麦製品		小麦製品		小麦製品		小麦製品

		乳製品		乳製品		乳製品		乳製品

		卵		卵		卵		卵



（人）

生後半年以内

半年～1年以内

一年以降

与えていない

初めて食べた時期

2

7

204

509

5

39

325

351

76

568

69

0

439

216

61

3

30

509

172

3



		気管支ぜん息		気管支ぜん息

		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎

		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎

		スギ花粉症		スギ花粉症



（人）

症状あり

医師診断あり（症状ありの内）

107

84

97

72

75

57

42

28



		466		46		213		32



（人）

＊未回答者を除く

（Ｎ＝757）

きれいだった

全体的に湿疹が目立った

身体の一部に湿疹が目立った

どちらともいえない

乳児期（生後1年以内）の皮膚の状況

466(61.6%)

46(6.1%)

213(28.1 %)

32(4.2%)



		スギ花粉症		スギ花粉症		スギ花粉症

		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎

		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎

		気管支ぜん息		気管支ぜん息		気管支ぜん息



（人）

＊症状ありの回答者の内（未回答者を除く）

（Ｎ＝103）

（Ｎ＝93）

（Ｎ＝69）

（Ｎ＝37）

定期的に通院

症状がある時のみ

受診しない

4

32

1

7

58

4

40

52

1

33

69

1



		スギ花粉症		スギ花粉症		スギ花粉症

		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎

		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎

		気管支ぜん息		気管支ぜん息		気管支ぜん息



（人）

＊症状ありの回答者の内（未回答者を除く）

（Ｎ＝82）

（Ｎ＝77）

（Ｎ＝47）

（Ｎ＝29）

医師処方薬

市販薬

民間療法

29

0

0

46

1

0

75

1

1

81

1

0



		



資料３

（人）

（Ｎ＝769）

（人）

（Ｎ＝769）

（Ｎ＝765）

＊未回答者を除く

毎日実施

ときどき塗っていた

実施していない

スキンケアの状況

358(46.8%)

539(70.1%)

295(38.6%)

198(25.7%)

112(14.6%)

32(4.2%)

幼児期

幼児期

幼児期

乳児期

乳児期

乳児期

358

295

112

539

198

32




Graph1

		アレルギー専門の医療機関の情報の提供

		アレルギーに関する正しい情報を広報紙やホームページでの提供

		スキンケアの情報を広報紙やホームページでの提供

		アレルギーの相談窓口の整備



（人）

（Ｎ＝790）

アレルギー疾患対策に関する県への要望

368

302

222

158



Sheet3

		

		いずれか症状あり ショウジョウ		症状なし ショウジョウ		未回答 ミカイトウ

		221		514		55





Sheet3

		



いずれか症状あり
221人
30.1%

症状なし
514人
69.9%



概要

				山梨県アレルギー疾患の実態調査結果の概要について ヤマナシケンシッカンジッタイチョウサケッカガイヨウ

		平成30年度乳幼児調査 ヘイセイネンドニュウヨウジチョウサ



　市町村の乳幼児健康診査受診時にアレルギー疾患状況について調査を行い、乳幼児のアレルギー疾患の現状を把握し、今後のアレルギー疾患対策に活かすことを目的に実施している。回答者数　790人（9市町村分）（Ｈ３０．９時点）

調査結果：回答者の約3割の乳幼児に、アレルギー症状が出現していた。一番多いのが「気管支ぜん息」、次いで「アトピー性皮膚炎」で、どちらも1割程度であった。症状があった人の中で、医師の診断を受けたことがある方は、いずれの疾患でも約8割だった。症状ありの乳幼児の9割以上が受診に繋がっており、ほとんどが医師処方薬にて治療を行っていた。食物アレルギーを起こしたことがあるのは約1割で、卵が最も多かった。初めて食べた時期については、乳幼児期にピーナッツやいくらを食べているとの回答も見られた。スキンケアについては、乳幼児期に皮膚に湿疹が出現している乳幼児が約3割いた。乳児期にスキンケアを毎日実施している保護者は約7割であったが、幼児期は5割以下と減少していた。スキンケアに関する情報の入手先は病院の看護師・助産師が最も多かった。
アレルギー疾患に関する情報の入手先はインターネットやかかりつけ医師が多かった。信頼出来る情報はかかりつけ医師が最も多かった。
県への要望については、アレルギー専門の医療機関の情報やアレルギー疾患に関する正しい情報、スキンケアに関する情報等の提供が多かった。その他の意見としては、医療体制の整備、食物アレルギーの相談体制等が多く見られた。

1.回答者内訳

２．アレルギー症状と診断について

３．診療・治療の状況について

４．食物アレルギーについて

５．スキンケアについて



概要

		1.6歳児健診

		3歳児健診

		未回答



Ｎ＝790人

1.6歳児健診
415人
 52.5%

3歳児健診
365人
46.2%

未回答
10人
1.3%

415

365

10



Sheet1

		いずれか症状あり

		症状なし



Ｎ＝735人

いずれか症状あり
221人
30.1%

症状なし
514人
69.9%

221

514



		病院の看護師・助産師

		地域の保健師・助産師

		知人・友人

		祖父母

		インターネット

		育児雑誌

		薬局薬剤師

		かかりつけ医師

		その他

		特に情報は得ていない



＊複数回答

Ｎ＝790

情報の入手先

376

71

132

35

127

154

19

214

22

91



		インターネット		インターネット

		雑誌・新聞などの活字媒体		雑誌・新聞などの活字媒体

		テレビ・ラジオ		テレビ・ラジオ

		知人・友人		知人・友人

		かかりつけ医師		かかりつけ医師

		薬局薬剤師		薬局薬剤師

		地域の保健師・助産師		地域の保健師・助産師

		病院の看護師・助産師		病院の看護師・助産師

		市民公開講座などの講演会		市民公開講座などの講演会

		その他		その他

		特に情報は得ていない		特に情報は得ていない



（人）

（Ｎ＝790）

アレルギー疾患に関する情報の入手場所

最も信頼できる情報

６．アレルギー疾患に関する情報について

391

44

128

45

106

15

215

52

327

614

22

44

31

68

64

122

6

9

15

11

112

12



		アレルギー専門の医療機関の情報の提供

		アレルギーに関する正しい情報を広報紙やホームページでの提供

		スキンケアの情報を広報紙やホームページでの提供

		アレルギーの相談窓口の整備



（人）

（Ｎ＝790）

７．アレルギー疾患対策に関する県への要望

368

302

222

158



		ある

		ない



＊（）内の数字はアナフィラキシーやショックを起こした数、率

Ｎ＝734人

ある
94人
12.3%
(5人,5.3%)

ない
670人
87.7%
(2人,0.3%)

未回答
26人
3.3%

94

670



		卵		卵

		乳製品		乳製品

		小麦製品		小麦製品

		ピーナッツ		ピーナッツ

		その他		その他



（人）

その他内容：
魚、エビ、カニ、いくら、
果物（バナナ、モモ、キウイ）
ナッツ類（くるみ、アーモンド）等

症状を起こしたことがある

医師診断有り

77

51

39

21

34

19

34

18

42

29



		いくら		いくら		いくら		いくら

		ピーナッツ		ピーナッツ		ピーナッツ		ピーナッツ

		小麦製品		小麦製品		小麦製品		小麦製品

		乳製品		乳製品		乳製品		乳製品

		卵		卵		卵		卵



（人）

生後半年以内

半年～1年以内

一年以降

与えていない

初めて食べた時期

2

7

204

509

5

39

325

351

76

568

69

0

439

216

61

3

30

509

172

3



		気管支ぜん息		気管支ぜん息

		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎

		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎

		スギ花粉症		スギ花粉症



（人）

症状あり

医師診断あり（症状ありの内）

107

84

97

72

75

57

42

28



		466		46		213		32



（人）

＊未回答者を除く

（Ｎ＝757）

きれいだった

全体的に湿疹が目立った

身体の一部に湿疹が目立った

どちらともいえない

乳児期（生後1年以内）の皮膚の状況

466(61.6%)

46(6.1%)

213(28.1 %)

32(4.2%)



		スギ花粉症		スギ花粉症		スギ花粉症

		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎

		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎

		気管支ぜん息		気管支ぜん息		気管支ぜん息



（人）

＊症状ありの回答者の内（未回答者を除く）

（Ｎ＝103）

（Ｎ＝93）

（Ｎ＝69）

（Ｎ＝37）

定期的に通院

症状がある時のみ

受診しない

4

32

1

7

58

4

40

52

1

33

69

1



		スギ花粉症		スギ花粉症		スギ花粉症

		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎		アレルギー性鼻炎

		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎		アトピー性皮膚炎

		気管支ぜん息		気管支ぜん息		気管支ぜん息



（人）

＊症状ありの回答者の内（未回答者を除く）

（Ｎ＝82）

（Ｎ＝77）

（Ｎ＝47）

（Ｎ＝29）

医師処方薬

市販薬

民間療法

29

0

0

46

1

0

75

1

1

81

1

0



		



資料３

（人）

（Ｎ＝769）

（人）

（Ｎ＝769）

（Ｎ＝765）

＊未回答者を除く

毎日実施

ときどき塗っていた

実施していない

スキンケアの状況

358(46.8%)

539(70.1%)

295(38.6%)

198(25.7%)

112(14.6%)

32(4.2%)

幼児期

幼児期

幼児期

乳児期

乳児期

乳児期

358

295

112

539

198

32
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